
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　 二つのプレートの間に配置された少なくとも一つの
液晶層を含み、夫々のプレート上には少なくとも一つの電極、または電極システムもしく
はアクティブマトリックス、および少なくとも一つの偏光子層が形成されている液晶ディ
スプレーであって、
　 、Ｏ型偏光子

、
　 Ｅ型偏光子

、液晶ディスプレー。
【請求項２】
　請求項１に記載のディスプレーであって、前記Ｏ型偏光子 はヨウ素 -ポリビニル、ヨ
ウ素 -ポリビニレンまたはポリビニレン偏光子で形成され、前記Ｅ型偏光子 は、光を偏
光させるために均一に配向された、一種または数種の有機材料の複数の超分子複合体から
なる薄膜として形成されるディスプレー。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のディスプレーであって、Ｅ型偏光子 は、有機物質の配向し
た分子の膜として実現される二色性偏光子によって形成され、少なくとも一つの吸収波長
帯の中にある異方性屈折係数の実部分および虚部分の主楕円軸について、下記の式が、波
長よりも小さくない線形ディメンジョンを持った領域について当てはまるディスプレー：
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第一プレートおよび第二プレートの

第一プレートは、正の誘電異方性および正の二色性を有している 層を少な
くとも有し

第二プレートは、負の誘電異方性および負の二色性を有している、 層を少な
くとも有している

層
層

層



　　 K1≧ K2＞ K3
　　および
　　 (n1＋ n2 )／ 2＞ n3
　ここで、 K1、 K2、 K3および n1、 n2、 n3は、それぞれ楕円軸の実部分および虚部分の主要
な値であり、および／または、当該膜は、偏光軸が交差する二つの膜について、その方向
が偏光面に対する法線から逸脱する一定の範囲の波長において、光の透過が増大しないと
いう事実によって特徴付けられる。
【請求項４】
　請求項３に記載のディスプレーであって、屈折係数の虚部分の最大および最小値に対応
する方向が、基板の平面に対して平行な平面内にあるディスプレー。
【請求項５】
　請求項３または４の何れか１項に記載のディスプレーであって、前記Ｅ型偏光 の有
機物質は少なくとも一つの有機物質で形成され、該有機物質の化学式は、リオトロピック
液晶相を形成するために、極性溶媒および非極性溶媒中でのその溶解度を与える少なくと
も一つのイオン発生基と、該膜の形成プロセスにおいて分子の構造内に残存し、または残
存しない少なくとも一つの対イオンとを特徴とするディスプレー。
【請求項６】
　請求項３～５の何れか１項に記載のディスプレーであって、有機物質が、 200～ 400nm、
400～ 700nm、または 0.7～ 13μ mのうち少なくとも一つの範囲の光を吸収できる少なくとも
一つの有機色素に基づいているディスプレー。
【請求項７】
　請求項１～６の何れか１項に記載のディスプレーであって、前記偏光子層の少なくとも
一つは内部偏光子であり、且つ一方のガラスプレートの内側に適用されるディスプレー。
【請求項８】
　請求項１～７の何れか１項に記載のディスプレーであって、前記Ｏ型偏光子および前記
Ｅ型偏光子の層は、一方のプレートの内側および／または外側、或いは両方のプレートの
内側および／または外側に適用されるディスプレー。
【請求項９】
　請求項１～８の何れか１項に記載のディスプレーであって、前記Ｅ型およびＯ型の偏光
子 の光軸は相互に平行であるか、または相互に直交しているディスプレー。
【請求項１０】
　請求項１～９の何れか１項に記載のディスプレーであって、前記プレートは、ガラス、
プラスチック、半導体材料、金属、またはその製造に適した他の何れかの材料で製造され
、更に、該プレートの何れについても、同じ材料または異なる材料が使用され得るディス
プレー。
【請求項１１】
　請求項１～１０の何れか１項に記載のディスプレーであって、前記プレートの少なくと
も一方は、光スペクトルの作業領域において光学的に透明であるディスプレー。
【請求項１２】
　請求項１～１１の何れか１項に記載のディスプレーであって、カラー画像を得るための
手段をも有するディスプレー。
【請求項１３】
　請求項１～１２の何れか１項に記載のディスプレーであって、前記液晶物質として、ネ
マチック型、スメチック型もしくはコレステロール型の液晶、他の何れかの化学物質の液
晶、またはそれらの混合物が使用されるディスプレー。
【請求項１４】
　請求項１～１３の何れか１項に記載のディスプレーであって、それはまた、少なくとも
一つのアラインメント層、および／または少なくとも一つの拡散 -反射層、および／また
は少なくとも一つの相シフト層、およびまたは少なくとも一つの複屈折層、および／また
は少なくとも一つの導電層、および／または少なくとも一つの保護層、および／または少
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子層
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なくとも一つの等方性層、および／または少なくとも一つの異方性層、および／または少
なくとも一つの誘電体層、および／または少なくとも一つのアラインメント層、および／
または少なくとも拡散 -もしくはミラー -反射層、および／または上記層の二つ以上として
機能する層を含むディスプレー。
【請求項１５】
　請求項１～１４の何れか１項に記載のディスプレーであって、前記Ｅ型偏光子の層は、
相シフト層、および／または複屈折層、および／またはアラインメント層、および／また
は保護層、および／または上記層の少なくとも二つとして同時に機能する層を含むディス
プレー。
【請求項１６】
　請求項１～１５の何れか１項に記載のディスプレーであって、少なくとも一方のプレー
ト上に、これらプレートの間の分離距離を制限するスペーサが存在するディスプレー。
【請求項１７】
　請求項１～１６の何れか１項に記載のディスプレーであって、透過型または反射型の何
れかであるディスプレー。
【請求項１８】
　 二つのプレートの間に配置された少なくとも一つの
液晶層を含み、夫々のプレート上には少なくとも一つの電極、または電極システムもしく
はアクティブマトリックスが形成されている液晶ディスプレーであって、
　前記 はミラー反射層を 、
　また前記 プレートは、 、Ｏ型偏光子

および Ｅ型偏光子 ディス
プレー。
【請求項１９】
　請求項１８に記載のディスプレーであって、前記Ｏ型およびＥ型の偏光子の層は

の異なる側に 適用されるディスプレー。
【請求項２０】
　請求項１８または１９に記載のディスプレーであって、前記Ｏ型偏光子 は、ヨウ素 -
ポリビニル、ヨウ素 -ポリビニレン、またはポリビニレン偏光子を用いて形成され、また
Ｅ型偏光子 は、一種または数種の有機化合物の複数の超分子複合体で構成されており、
ここで該超分子複合体は入射光を偏光させるために均一に配向されているディスプレー。
【請求項２１】
　請求項１８～２０の何れか１項に記載のディスプレーであって、前記Ｅ型偏光子 の機
能は二色性偏光子によって行われ、該二色性偏光子は、有機物質の配向した分子の膜とし
て実現され、また、少なくとも一つの吸収波長帯における屈折率の異方性係数の実部分お
よび虚部分の楕円の主軸について、以下の式が、波長よりも小さくない線形ディメンジョ
ンを持った領域について適合する事実によって特徴づけられるディスプレー：
　　 K1≧ K2＞ K3
　　および
　　 (n1＋ n2 )／ 2＞ n3
ここで、 K1、 K2、 K3および n1、 n2、 n3は、それぞれ楕円軸の実部分および虚部分の主要な
値であり、および／または、前記膜は、偏光軸が交差する二つの膜について、その方向が
偏光面に対する法線から逸脱する少なくとも一定の範囲の波長において、光の透過が増大
しないという事実によって特徴付けられる。
【請求項２２】
　請求項２１に記載のディスプレーであって、屈折係数の虚部分の最大値および最小値に
対応する前記方向は、基板の平面に対して平行な面内にあるディスプレー。
【請求項２３】
　請求項１８～２２の何れか１項に記載のディスプレーであって、前記Ｅ型偏光子 は少
なくとも一つの有機物質を使用し、該有機物質の化学式は、リオトロピック液晶相を形成
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第一プレートおよび第二プレートの

第一プレート 有し
第二 正の誘電異方性および正の二色性を有している

層、 負の誘電異方性および負の二色性を有している、 層を有する

第二プ
レート 夫々

層

層

層

層



するために、極性溶媒および非極性溶媒中でその溶解度を与える少なくとも一つのイオン
発生基と、該膜の形成プロセスにおいて分子の構造内に残存し、または残存しない少なく
とも一つの対イオンとを特徴とするディスプレー。
【請求項２４】
　請求項１８～２３の何れか１項に記載のディスプレーであって、前記偏光子の有機化合
物として、 200～ 400 nm、 400～ 700 nm、または 0.7～ 13μ mのうち少なくとも一つの範囲の
光を吸収できる少なくとも一つの有機色素が使用されるディスプレー。
【請求項２５】
　請求項１８～２４の何れか１項に記載のディスプレーであって、前記プレートは、ガラ
ス、プラスチック、半導体、金属、またはその製造に使用される何れか他の材料から製造
され、また何れのプレートについても、同じ材料または異なる材料を使用し得るディスプ
レー。
【請求項２６】
　請求項１８～２５の何れか１項に記載のディスプレーであって、少なくとも一方のプレ
ートは、光スペクトルの作業領域において光学的に透明であるディスプレー。
【請求項２７】
　請求項１８～２６の何れか１項に記載のディスプレーであって、カラー画像を得るため
の手段をも含むディスプレー。
【請求項２８】
　請求項１８～２７の何れか１項に記載のディスプレーであって、前記液晶の物質として
、ネマチック型、スメチック型もしくはコレステロール型の液晶、または他の何れかの化
学物質の液晶、またはそれらの混合物が使用されるディスプレー。
【請求項２９】
　請求項１８～２８の何れか１項に記載のディスプレーであって、それはまた、少なくと
も一つのアラインメント層、および／または少なくとも一つの拡散 -反射層、および／ま
たは少なくとも一つの相シフト層、およびまたは少なくとも一つの複屈折層、および／ま
たは少なくとも一つの導電層、および／または少なくとも一つの保護層、および／または
少なくとも一つの等方性層、および／または少なくとも一つの異方性層、および／または
少なくとも一つの誘電体層、および／または少なくとも一つのアラインメント層、および
／または少なくとも一つの拡散 -もしくはミラー -反射層、および／または同時に二つ以上
の上記層として機能する層をも含むディスプレー。
【請求項３０】
　請求項１８～２９の何れか１項に記載のディスプレーであって、前記Ｅ型偏光子の層は
、相シフト層、および／または複屈折層、および／またはアラインメント層、および／ま
たは保護層、および／またはこれら層の少なくとも二つとして機能する層として同時に機
能するディスプレー。
【請求項３１】
　請求項１８～３０の何れか１項に記載のディスプレーであって、前記プレートの少なく
とも一方には、これらプレートの間の離間距離を制限するスペーサが存在するディスプレ
ー。
【請求項３２】
　少なくとも一つの 、Ｏ型偏光子 と、少
なくとも一つの Ｅ型偏光子 偏
光器。
【請求項３３】
　請求項３２に記載の偏光器であって、前記Ｏ型偏光子 は、ヨウ素 -ポリビニル、ヨウ
素 -ポリビニレン、またはポリビニレン偏光子を使用して形成され、また使用される前記
Ｅ型偏光子 は、一種または数種の有機化合物の複数の超分子複合体で構成される薄膜で
あり、ここで該超分子複合体は、入射光を偏光させるために定められた方向に均一に配向
されるディスプレー。
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正の誘電異方性および正の二色性を有している 層
負の誘電異方性および負の二色性を有している、 層を有する

層

層



【請求項３４】
　請求項３２～３３の何れか１項に記載の偏光器であって、前記Ｅ型偏光子 の機能は二
色性偏光子によって行われ、該二色性偏光子は、有機物質の配向した分子の膜として実現
され、また、少なくとも一つの吸収波長帯における屈折率の異方性係数の実部分および虚
部分の楕円の主軸について、以下の式が、波長よりも小さくない線形ディメンジョンを持
った領域について適合する事実によって特徴付けられるディスプレー：
　　 K1≧ K2＞ K3
　　および
　　 (n1＋ n2 )／ 2＞ n3
ここで、 K1、 K2、 K3および n1、 n2、 n3は、それぞれ楕円軸の実部分および虚部分の主要な
値であり、および／または、前記膜は、偏光軸が交差する二つの膜について、その方向が
偏光面に対する法線から逸脱する少なくとも一定の範囲の波長において、光の透過が増大
しないという事実によって特徴付けられる。
【請求項３５】
　請求項３２～３４の何れか１項に記載の偏光器であって、前記当該Ｅ型偏光子 は少な
くとも一つの有機物質を使用し、該有機物質の化学式は、リオトロピック液晶相を形成す
るために、極性溶媒および非極性溶媒中でのその溶解度を与える少なくとも一つのイオン
発生基と、該膜の形成プロセスにおいて分子の構造内に残存し、または残存しない少なく
とも一つの対イオンとを特徴とする偏光器。
【請求項３６】
　請求項３２～３５の何れか１項に記載の偏光器であって、前記偏光器の有機物質として
、 200～ 400 nm、 400～ 700nm、または 0.7～ 13μ mのうち少なくとも一つの範囲の光を吸収
できる少なくとも一つの有機色素が使用される偏光器。
【請求項３７】
　請求項３２～３６の何れか１項に記載の偏光器であって、前記Ｅ型偏光子の層が前記Ｏ
型偏光子の層の上に適用され、および／またはその逆である偏光器。
【請求項３８】
　請求項３２～３７の何れか１項に記載の偏光器であって、Ｅ型偏光子層およびＯ型偏光
子層の何れかの可能な組合せをもった多層構造である偏光器。
【請求項３９】
　請求項３２～３８の何れか１項に記載の偏光器であって、その各層の厚さは 70～ 100％
の偏光効率を与えるように設計される偏光器。
【請求項４０】
　請求項３２～３９の何れか１項に記載の偏光器であって、追加のミラー -もしくは拡散 -
反射層が、前記Ｅ型もしくはＯ型偏光子層の側からその表面に適用されている偏光器。
【請求項４１】
　

。
【請求項４２】
　

。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の背景】
＜発明の分野＞
この開示は情報ディスプレー、特に液晶ディスプレー（ LCD）の技術に属し、種々の構成
の装置において利用可能なものである。
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層

層

請求項１～１７の何れか１項に記載のディスプレーであって、前記偏光子層の少なくと
も一つはプレートの内側に適用された内部偏光子であり、前記内部偏光子が適用されたプ
レートとは別のプレートに適用される前記偏光子層は、当該プレートの外側に適用された
外部偏光子であるディスプレー

請求項１９～３１に記載のディスプレーであって、前記Ｏ型偏光子層は第二プレートの
内側において内部偏光子層として適用され、前記Ｅ型偏光子層は第二プレートの外側にお
いて外部偏光子層として適用されているディスプレー



【０００２】
＜関連技術の説明＞
本明細書の一部として本願に援用する下記の参照文献は、この開示において重要なもので
ある。
【０００３】
１．  L.K. Vistrin, GVHO, 1983, vol.XXVII, 2nd ed., pp.141-148
２．  US 5007942, 1991
３．  RU 2120651, 1998
４．  US 5739296, 1998
次に、これらの参照文献について更に説明する。
【０００４】
内側表面が光学的に透明な導電体材料およびアラインメント層のパターンで被覆された、
二つの平行な平面プレートを有するように実現される液晶（ LC）ディスプレーが存在する
。これらプレートを組立てた後、それらの間に空間に液晶が充填される。該液晶は 5～ 20
μ mの厚さを形成し、電界の影響下でその光学的性質（偏光面の捻れの角度）を変化させ
る活性媒質の役割を果たす。この光学的性質の変化は、通常はプレートの内部表面に塗布
された交差配向した偏光子に登録される。従って、その電極に電界が印加されないディス
プレー領域は明るく（開いた状態）見える一方、その電極が電界下にある領域は暗く（閉
じた状態）見える（ L.K. Vistrin, GVHO, 1983, vol.XXVII, 2nd ed., pp.141-）。
【０００５】
上記で述べたディスプレーの主な欠点は、視角が制限されることである。これは、制限さ
れた立体角内においてディスプレーの表面に向かって伝播する光束により、 LCディスプレ
ーの多重層構造が効果的に制御されるからである。このようなディスプレーにおける偏光
子は、ポリビニルアルコールのようなポリマーに基づくものであり、該ポリマーは薄膜の
均一な延伸によって光学的に異方性にされる（ US 5007942, 1991）。この光学的異方性は
、延伸方向に沿ったポリマー分子の秩序化の結果として得られる。ヨウ素蒸気もしくはヨ
ウ素含有溶液または有機色素に曝されると、該フィルムは、電磁波における電界 Eのベク
トルの、延伸軸に対する方向に応じた色強度で着色する。このような膜の偏光効果は、ヨ
ウ素または他の有機着色剤の濃度、および前記ポリマー分子の秩序化の程度によって決定
される。このような膜は、いわゆる正の電気的異方性および正の二色性を特徴とする。こ
れは、光吸収を原因とする分子の光遷移の双極子モーメントが、延伸の方向に沿って配向
していることを意味する。同時に、屈折係数の実部分および虚部分の角度依存性の楕円面
は伸びた形態を有する。上記膜から得られる偏光子は、「通常の」波が通過する一方、「
異常な」波は通過しないので、 O型と称される。
【０００６】
高い偏光効果にも拘わらず、これらの偏光子は実質的な欠点を有する。これらは光抵抗性
および熱抵抗性が低く、高い効果を達成するためには大きな厚さを有する。二つの交差配
向した偏光子による主要な欠点の一つは、ある角度（± 45）で該偏光子の表面に入射する
光の高い透過性である。
【０００７】
ガラスプレートの内面に、偏光子を利用する LCディスプレーが存在する（ RU 2120651, 19
98）。このようなディスプレーに用いられる偏光子は、液晶偏光子の秩序だった分子構造
を有する薄膜である（ US 5739296, 1998）。このような LCPの平面的な分子は共に一団に
なって、所謂指向性をもって秩序化された束（超分子複合体）を形成する。個々の分子の
平面、従ってそれらの固有の光遷移の双極子モーメントは、製造された膜の巨視的配向軸
に対して直角に配向する。このような構造を作製するために、分子が既に局部的に秩序化
されている一方、一次元または二次元のブロックにおいて相互に配向されている LCP液晶
状態が使用される。追加の外部アラインメント力を表面に加えると、このような物質は巨
視的配向を取り、それは脱水したときに残留するだけでなく、それ自身を改善する。得ら
れる分光軸は、外部アライニング作用の方向に沿っている。この場合、屈折係数の実部分
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および虚部分における角度依存性の楕円体は、ディスク状の形状を有している。
【０００８】
この後者の偏光子は、「異常な」波動が透過され且つ「通常の」波がブロックされるので
、 E型と称される。
【０００９】
このような偏光子は、その適用を制限する多くの実質的な欠点を特徴としている。これら
欠点の一つは不充分な偏光効果であり、或る光透過は、この種の二つの平行な交差配向し
た偏光子を通して、それらの表面への或る角度での非偏光入射光を用いて登録されている
。この影響は、少なくとも一つの偏光子が、大部分の LCディスプレーに使用される拡散 -
反射コーティングを有しているときに、特に顕著である。
【００１０】
【発明の概要】
ここでの技術的結果は、偏光子および LCディスプレーの角度特性の改善、その厚さを維持
した一つ並びに平行に結合された偏光子による透過した非偏光量の減少、その偏光効果の
増大、改善されたコントラスト、視角の拡大、並びに動作に際しての「グレーフィールド
」効果の排除である。
【００１１】
これらの技術的結果は、 E型および O型の偏光子の組合せを利用することによって達成され
る。ここで、 O型偏光子は開状態の際の高い光透過を与える一方、 E型偏光子は閉状態での
高い角度特性を提供する。偏光子面に対する法線に沿った高い値の吸収係数に対応する最
適特性をもった E型偏光子は、 O型偏光子の表面に、分子配向した LCP（液晶偏光子）を形
成することによって得られる。この分子の配向は、光分子遷移の双極子モーメントが、偏
光軸および O型偏光子の表面に対して直角な面内に分布するような配向である。
【００１２】
当該ディスプレーは、既知の技術に従って製造することができ、また既知の設計を用いて
製造できるであろうが、幾つかの独創的な、および未だ報告されていない可能性がある方
法および装置を利用するオプションを排除するものではない。他の開示にはない本開示に
おける興味の一つの側面は、異なる種類の偏光子の組合せを使用することにある。ここに
開示する、少なくとも二つの層（一つは O偏光子であり、もう一つは E偏光子である）を利
用する偏光器は、このような特性を必要とする如何なる技術分野においても使用でき、特
に種々の用途の液晶ディスプレーの分野において使用できるであろう。
【００１３】
【発明の詳細な記述】
本開示の一部は、添付の図面によって例示される。
【００１４】
この開示における着想は以下の通りである。
【００１５】
第一の実施例においては、図１に見られるように、二つのプレートの間に配置された少な
くとも一層の液晶を含んだ液晶ディスプレーが提供される。各プレート上には、少なくと
も一つの電極、電極のシステムまたはアクティブマトリックス；および少なくとも一層の
偏光子が配置または適用されている。少なくとも一層の偏光子は O型であり、少なくとも
一層の偏光子は E型である。
【００１６】
第一の実施例のディスプレーにおいて、 O型偏光子は好ましくはヨウ素 -ポリビニル、ヨウ
素 -ポリビニレン、またはポリビニレン偏光子である。 E型偏光子は、好ましくは、一種類
または数種類の有機材料の複数の超分子複合体からなる薄膜として形成されており、この
超分子複合体は、入射光の偏光を保証するために、一般には単一方向に配向される。
【００１７】
E型偏光子としては、好ましくは二色性偏光子が使用され、該二色性偏光子は有機化合物
の配向した分子の膜を含んでいる。この膜における有機化合物は、その膜を形成する化合
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物の異方性屈折係数の実部分および虚部分の主楕円軸が、少なくとも一つの吸収波長帯の
中にあるような化合物である。以下の式は、波長よりも小さくない線形ディメンジョンを
持った領域について当てはまる。
【００１８】
K1  ≧ K2  ＞  K3
および
(n1＋ n2 )／ 2 ＞  n3
ここで、 K1、 K2、 K3および n1、 n2、 n3は、それぞれ楕円軸の実部分および虚部分の大半の
または主要な値である。これに加えて、またはその代りに、当該膜は、偏光軸が交差する
二つの膜について、その方向が偏光面に対する法線から離れ、逸脱し、または偏位すると
きに、光の透過が少なくとも一定の範囲の波長において増大しないという事実によって特
徴付けられる。屈折係数の虚部分の最大および最小値に対応する方向は、基板の平面に対
して平行な平面内にある。
E型偏光器を形成する有機化合物は少なくとも一つの有機物質を含んでおり、該有機物質
は、リオトロピック液晶相を形成するために、極性溶媒および非極性溶媒中での溶解度を
与える少なくとも一つのイオン発生基と、該膜の形成プロセスにおいて分子の構造内に残
存し、または残存しない少なくとも一つの対イオンとを含んでいる。
【００１９】
上記有機物質は、 200～ 400 nm、 400～ 700 nm、または 0.7～ 13μ mのうち少なくとも一つの
範囲の光を吸収できる、少なくとも一つの有機色素を含んでいる。更に、少なくとも一つ
の偏光子は内部偏光子であり、一方のガラスプレートの内側に適用される。 O型偏光子お
よび E型偏光子の層は、一方のプレートの内側および／または外側、或いは両方のプレー
トの内側および／または外側に適用される。また、 E型および O型の偏光子の光軸は、相互
に平行または相互に直交している。
【００２０】
ここに記載するプレートは、好ましくはガラス、プラスチック、半導体材料、金属、また
はその製造に適した他の何れかの材料で製造される。該プレートは、全て同じ材料で製造
してもよく、または異なる材料で製造してもよい。しかし、プレートの少なくとも一方は
、好ましくは、光スペクトルの作業領域において光学的に透明である。また、当該ディス
プレーはカラー画像を得る手段を有している。
【００２１】
該液晶はネマチック型、スメチック型もしくはコレステロール型の液晶、他の何れかの化
学物質の液晶、またはそれらの混合物からなっている。
【００２２】
また、当該ディスプレーは、少なくとも一つのアラインメント層、および／または少なく
とも一つの拡散 -反射層、および／または少なくとも一つの相シフト層、およびまたは少
なくとも一つの複屈折層、および／または少なくとも一つの導電層、および／または少な
くとも一つの保護層、および／または少なくとも一つの等方性層、および／または少なく
とも一つの異方性層、および／または少なくとも一つの絶縁層、および／または少なくと
も一つのアラインメント層、および／または少なくとも拡散 -もしくはミラー -反射層、お
よび／または同時に二つ以上の上記層として機能する層を含んでいる。
【００２３】
この開示において、 E型偏光子もまた、相シフト層、および／または複屈折層、および／
またはアラインメント層、および／または保護層、および／または上記層の少なくとも二
つとして機能する層を含んでいてもよい。
【００２４】
当該装置はまた、少なくとも一方のプレート上に、これらプレートの間の分離距離を制限
するためのスペーサを含んでいる。
【００２５】
当該ディスプレーは、透過型または反射型の何れかである。
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【００２６】
図２に見られる第二の実施例において、該ディスプレーは、二つのプレートの間に配置さ
れた少なくとも一つの層の液晶を含んでいる。各プレート上には、少なくとも一つの電極
または電極システムもしくはアクティブマトリックスが配置もしくは形成されており、こ
こで一方のプレート上には、拡散 -もしくはミラー -反射層が配置され、また一方のプレー
ト上には少なくとも一つの O型偏光子および少なくとも一つの E型偏光子が配置されている
。この第二の実施例において、 O型および E型の偏光子の層は、一方のプレートの異なる側
に適用される。この例において、 O型偏光子はヨウ素 -ポリビニル、ヨウ素 -ポリビニレン
、またはポリビニレン偏光子を用いて形成され、また E型偏光子は、一種または数種の有
機化合物の複数の超分子複合体で構成されており、ここで該超分子複合体は、入射光を偏
光させるために単一方向に配向されている。
【００２７】
E型偏光子としては、好ましくは二色性偏光子が使用され、該二色性偏光子は有機化合物
の配向した分子の膜を含んでいる。この膜において、該有機化合物は、異方性屈折係数の
実部分および虚部分の楕円主軸が、少なくとも一つの吸収波長帯の中にあるような化合物
である。以下の式は、波長よりも短くない線形ディメンジョンを持った領域について適合
する。
【００２８】
K1  ≧ K2  ＞  K3
および
(n1＋ n2 )／ 2 ＞  n3
ここで、 K1、 K2、 K3および n1、 n2、 n3は、それぞれ楕円軸の実部分および虚部分の大半の
または主要な値である。従って、楕円の軸、および／または膜は、偏光軸が交差する二つ
の膜について、その方向が偏光面に対する法線から離れ、逸脱し、または偏位するときに
は、光の透過が少なくとも一定の範囲の波長において増大しないという事実によって特徴
付けられる。
【００２９】
この実施例において、屈折係数の虚部分の最大値および最小値に対応する方向は、基板の
平面に対して平行な面内にある。また、 E型偏光子は少なくとも一つの有機物質を含んで
おり、該有機物質は、リオトロピック液晶相を形成するために、極性溶媒および非極性溶
媒中でのその溶解度を与える少なくとも一つのイオン発生基と、該膜の形成プロセスにお
いて分子の構造内に残存し、または残存しない少なくとも一つの対イオンとを含んでいる
。
【００３０】
この実施例は、偏光子の有機化合物として使用される、 200～ 400 nm、 400～ 700 nm、また
は 0.7～ 13μ mのうち少なくとも一つの範囲の光を吸収できる少なくとも一つの有機色素を
含んでいる。更に、前記プレートは、ガラス、プラスチック、半導体、金属、またはその
製造に適した何れか他の材料から製造され、また何れかのプレートについて、同じ材料ま
たは異なる材料を使用してもよいであろう。また、少なくとも一方のプレートは、光スペ
クトルの作業領域において光学的に透明であるのが好ましい。
【００３１】
この実施例のディスプレーはまた、カラー画像を得るための手段を含んでいる。更に、こ
の実施例は、ネマチック型、スメチック型もしくはコレステロール型の液晶、他の何れか
の化学物質の液晶、またはそれらの混合物で構成される液晶を含んでいる。この第二の実
施例はまた、少なくとも一つのアラインメント層、および／または少なくとも一つの拡散
-反射層、および／または少なくとも一つの相シフト層、およびまたは少なくとも一つの
複屈折層、および／または少なくとも一つの導電層、および／または少なくとも一つの保
護層、および／または少なくとも一つの等方性層、および／または少なくとも一つの異方
性層、および／または少なくとも一つの絶縁層、および／または少なくとも一つのアライ
ンメント層、および／または同時に二つ以上の上記層として機能する層を含んでいる。
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【００３２】
この第二の実施例における E型偏光子の層は同時に、相シフト層、および／または複屈折
層、および／またはアラインメント層、および／または保護層、および／またはこれら層
の少なくとも二つとして機能する層として機能する。また、少なくとも一方のプレートに
は、これらプレートの間の離間距離を制限するスペーサが存在する。
【００３３】
図３に見られる第三の実施例では、少なくとも二つの層を含む偏光器が提供され、これら
層の少なくとも一つは O型偏光子であり、前記偏光子層の少なくとも一つは E型偏光子であ
る。この実施例において、 O型偏光子は、好ましくはヨウ素 -ポリビニル、ヨウ素 -ポリビ
ニレン、またはポリビニレン偏光子であり、また使用される E型偏光子は、一種または数
種の有機化合物の複数の超分子複合体で構成される薄膜であり、ここで該超分子複合体は
、入射光を偏光させるために定められた方向において単一方向に配向されている。
【００３４】
当該 E型偏光子は二色性偏光子である。この二色性偏光子は、有機化合物の配向した分子
の膜を含んでおり、ここで、該膜を形成する化合物の異方性屈折係数の実部分および虚部
分の楕円の主軸は、少なくとも一つの吸収波長帯の範囲内にある。以下の式は、波長より
も短くない線形ディメンジョンを持った領域について適合する。
【００３５】
K1  ≧ K2  ＞  K3
および
(n1＋ n2 )／ 2 ＞  n3
ここで、 K1、 K2、 K3および n1、 n2、 n3は、それぞれ楕円軸の実部分および虚部分の大半の
または主要な値であり、および／または、偏光軸が交差する二つの膜については、その方
向が偏光面に対する法線から離れ、逸脱し、または偏位するときに、光の透過が少なくと
も一定の範囲の波長において増大しない。
【００３６】
当該 E型偏光子は、少なくとも一つの有機化合物を含んでおり、該化合物は、リオトロピ
ック液晶相を形成するために、極性溶媒および非極性溶媒中でのその溶解度を与える少な
くとも一つのイオン発生基と、該膜の形成プロセスにおいて分子の構造内に残存し、また
は残存しない少なくとも一つの対イオンを含んでいる。
【００３７】
この実施例は、有機化合物として、 200～ 400 nm、 400～ 700 nm、または 0.7～ 13μ mのうち
少なくとも一つの範囲の光を吸収できる少なくとも一つの有機色素を含んでいる。 E型偏
光子の層が O型偏光子の層の上に適用され、および／またはその逆もあり得る。この偏光
器は、好ましくは、 E型偏光子層および O型偏光子層の何れかの組合せをもった多層構造で
ある。好ましくは、各層の厚さは 70～ 100％の偏光効率を与えるように設計される。
【００３８】
更に、前記偏光器は、 E型もしくは O型偏光子層の側から、またはその両方からその表面に
適用された、追加のミラーもしくは拡散 -反射層を含んでいてもよい。
【００３９】
LCディスプレーの組立て方法を使用することにより、多くの種々の構成を上げることがで
きる。
【００４０】
設計１：　可能な LCディスプレー設計の一つは、内部偏光子を備えた透過型ディスプレー
であり得るであろう。このような設計における一つの偏光子は、 US 573926, 1998に記載
の方法に従って製造され、一方のガラスプレート（第一のプレート）に適用された単一層
の E型偏光子であってもよい。この偏光子は、有機物質（最も普通には色素）の配向した
超分子複合体の結晶構造を有している。このタイプの種々の材料および偏光子が広く知ら
れ、使用されている（ US 573926, 1998）。このような偏光子は、負の誘電異方性および
負の二色性を有している；それは固有の高い偏光性および動作特性を有している。ディス
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プレーのもう一方のガラスプレート上には他の偏光子を形成することができ、それは多層
（特に二層）である。第一の層は、例えば O型偏光子の層であってよく、これは正の誘電
異方性および正の二色性を有している。この層は、ヨウ素によって着色されたポリビニル
アルコールの配向した分子を用いて構築できるであろう。例えば、最初に薄膜としてこの
偏光子を得、次いで、既に電極パターンおよびアラインメント層が適用されているガラス
プレートの内側に、この偏光子を適用することが可能である。しかし、偏光子以外の部品
を適用および配置する方法は変更できるであろう。上記の O型偏光子の上に直接、または
等方性でも異方性でもよい中間層を介して、 E型偏光子の層を適用すればよい。この設計
例において、 E型偏光子は、アラインメント層および／または複屈折層として、および／
または相シフト層としても利用できるであろう。偏光子およびディスプレーにおける層の
異なる設計により達成される結果に加えて、このオプションは、ディスプレーの厚さの減
少を可能にする。
【００４１】
しかし、 O型層および E型層の積層順序は、得られる特性を変化させなければ、上記で述べ
た以外の順序であってもよい。特に、 E型偏光子は、ディスプレープレート上に適用して
もよく、その場合、電極パターンまたはアアクティブマトリックスはアラインメント層と
共に既に適用されており、また、 O型偏光子は、その表面上に層を直接形成することによ
って、または予め形成された媒介膜を接着することによって適用できるであろう。
【００４２】
上記の二重層偏光子は、特許請求の範囲に記載の偏光子に対応する。上記の複数層の構成
は必要に従って変更することができ、より高くても、または異なるものであってもよい。
O型偏光子および E型偏光子の層は、二重層だけでなく交互にすることができる。
【００４３】
説明したディスプレーの設計において、第一のディスプレープレートは、ヨウ素で着色し
たポリビニルアルコールの配向分子で作製された、単一層の O型偏光子で製造できるであ
ろう。
【００４４】
内部偏光子を備えた透過型 LCDの異なる構成において、各偏光子プレートは、同一または
異なる層配列、ならびに E型および O型偏光子の組合せを用いた多層偏光子から製造される
。
【００４５】
設計２：　本発明の特許請求の範囲に従って設計できる透過型 LCのもう一つの構成は、異
なる順序の偏光子を、種々の組合せでプレートの外側に適用することによって得ることが
できるであろう。通常は、保護コーティングがこの種の構造のためのこの機能を果たす。
しかし、本発明は LCディスプレーの構成を何れか一つの種類に制限するものではなく、偏
光子の構造のみを特徴としているので、我々は公知の LCD設計における全ての構造的詳細
については説明しない。これらにはスペーサーの構成、ディスプレープレートの接合方法
、電極その他の部品の製造および適用、並びにそれらの材料の選択が含まれるが、それら
は別の発明の主題であろう。
【００４６】
設計３：　「混合」配列の偏光子層を備えた透過型 LCディスプレーの設計に、特に注意が
払われるべきである。この配列は、異なる型の偏光子を利用した上記何れの種類であって
もよく、偏光子はプレートの何れの側に適用してもよい。その選択は異なる設計ついて変
化し、配列は意図した用途における特定の要件によって決定される。偏光子層の可能な組
合せ、および配列のこの融通性によって、ディスプレーの機能的可能性が実質的に拡大さ
れる。
【００４７】
設計４：　得られた結果によれば、最も有望なのは反射型の LCディスプレーであり、ここ
では一方の側が不透明であり、作業ディスプレー範囲においてミラー反射性もしくは拡散
反射性である反射層（膜またはプレート）が、内部または外部後方プレートの何れかに配
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置される。
【００４８】
反射型ディスプレーにおける偏光子層の構成は、上記で説明した透過型ディスプレーの場
合と同じでよい。相違点は、偏光子層を後方プレート側に配置するオプションである。反
射層が後方プレートの背面に配置される場合は、偏光子の組合せは何れであってもよい。
反射層が後方ディスプレープレートの内側に配置される場合、またはプレート自身が不透
明および反射性である場合は、後方プレートの偏光子は内側のみであろう。
【００４９】
LCディスプレーおよび組合せ偏光子の全ての設計は、それらの多様性にもかかわらず、開
示された発明の特許請求の範囲によって決定される可能な構成のリストを減少させない。
しかし、実験結果によれば、偏光子の配列および組合せが異なる上記で説明した設計を使
用することにより、 LCディスプレーの実質的に向上した技術的特徴が可能になる。ここで
、製造された全てのディスプレーは、偏光子および全体としてのディスプレーの改善され
た角度特性を特徴とするものである。このディスプレーは、一つの偏光子によって、並び
に二つの平行な偏光子によって、無視できる量の透過した非偏光を示す。これに加えて、
実質的に向上した偏光効果およびコントラスト比が得られ、視角は 180°まで広がり、「
グレー効果」がないことが登録されている。上記の全ての改善は、種々のアセンブリー設
計を用いて得ることができる。これは、 LCディスプレーの機能的可能性を大幅に拡大し、
また異なるディスプレーの製造プロセスの統一化、従ってコストの低下を可能にする。
【図面の簡単な説明】
【図１】　図１は、第一の実施例を示す概略図である。
【図２】　図２は、第二の実施例を示す概略図である。
【図３】　図３は、第三の実施例を示す概略図である。
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